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濟
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の
•中
，f

x く
な
る
危
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距
が
あ
る
。
そ
匕
贮
&
、
，そ

，
、
，
經

濟

戰

爭

■
に
^

け
る
敗
も
重--
©
な
時
間
と.
消

耗

の

，
問

題

が

：
あ

，
る
と
.
>
は

尥

ば

な

: ̂

ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
武
力
戰
’で
あ
る
と

.經
濟
戰
.で
’あ
る
と
を
問
は̂
、'機
先
を
制
す.る
と
い
ふ
.こ
と
、は
、
重
襄
歆
上
と
だ

。
'
れ̂
わ
れ
.は
、
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；
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德
川
時
代
の
農
村
資
料
の
ぅ
、ち
比
較
，的
多
く
淺
存
し
て
ゐ
る
も
の

.の

. ー_っ
は
五
入
紐
暇
で
あ
厶
。
又
そ
れ
は
多
く

0
學
#
に
依
っ
て' 

早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
っ
て
そ
れ

^
基
礎
と
し
て
の
，研
究
も
か
な
り
多
く
發
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
穗
積
陳
重
博
七
，の
.、

「

五
人
組 

制
度
論」

を
始
め
多
く
の
，法
制
史
家
が
こ
れ
を

I

て
ゐ
る
。
殊
に
避I

 士
の
勞
作
は
明
か
に.こ
の
研
究
の
碧
を
提
出
すI

の 

.で
あ
.る
。
最
近
隣
保
制
度
，の
r>
肆
と
共
‘に
、
再
び
五
人
組
な
る̂,
’の
が
喧
し
く
唱
道
さ
れ
，る
や
ぅ
、に
な
っ
、た
。
‘又
單
苽
部
人
學
者
間
に 

研
究
さ
れ
て
ゐ
る
.ば
か
り
で
な
ぐ
、
外
國
の
罾
#

に
依
つ
て
も
論
著
が
公
に
さ
れ
て
ゐ
る

。Rudolf sch
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〕

.の
如
き
は
最
も
新
し
き
例
で
あ
る
。

，

,1

し
加
し
こ
れ
ら
の
硏
ギ
が
人
の
も
め
は
い
ふ
''ま
で

/^
な
，ぐ
、
邦
人
の
も
の
と
雖
も
、
な
ほ
五
人
組
帳
に
現
は
れ
た
五
人
組
制
度
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を
硏
究
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
贺
在
せ
、る
五
人
組
そ
の
：も

"
が
如
何
な
る
：も
の
で
あ
る
か
'を
十
分
に
調
丧
し
た
も
の
-で
は
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組
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の
形
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)

,る
に
そ
の
素
材
と
，な
：

'つ
た
五
人
組
帳
を
も+'
分
に
險
射1
て
ゐ
な
い
。
そ

V

に
規
定
さ
れ
，て
あ
る'も
の
が
、
洽4
常
4
五
人
組
に
お
知 

て
そ
の
.ま
X
に
施
行
さ
れ
て
、ゐ
た
か
•の
如
く
論
じ
，で
ゐ
る
。
癯
川
時
代
の
法
律
制
度
が
如
何
な
る
も
の

•で
あ
，つ
た
か
、
少
し
く
同
時
代 

.の
，
究
.に
從
事
し
た
者
は
直
ち̂
氣
が
つ
く
答.で
あ
る
o
’極
端
に
^

へ
へ
は
、,*

,

法

-#
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
、と
^;
殆
ど
實
行
さ
れ
て
ゐ
な 

'い
と
い
つ
て.も
ょ
V 
く
ら
ゐ
で
あ
る。
' 五
人
組
暇
前
書
、
即

皇

人

組

の

規

定

が
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に
德
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時
啾
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五
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X-I 
ロ

‘に
五

人

組

提

；
と

い

つ

て
.%
-
、

’い
ろ

い

る

な

種

類

が

あ

.
る

タ

か

づ

今

日

遺

つ

て

ゐ

る

も

の

の

ぅ

ち

に

は

、

實

際

に

使

用

し

-
た

も
 

の

も

あ

る

し

、

，
單

に

何

か

の

參

考

に

筆

寫

じ

1た

も

•の
、

習

字

の

手

本

に

し

た

も

の

•な
ぶ

も

あ
A
Oそ
れ

ら

の

資

料

的

憤

値

は

か

な

り

に
 

阳

違

す

る

も

の

で.あ
り

、
.ー
樣

祀

論

斷

出

來

な

い

ヒ

土

は

明

か

で

あ

る

。

そ

の

形

式

も

各

自

そ

れ

ぞ

れ

異

な

つ

て

■ゐ
石

。

,
,坍
治

以

降

の

五

人

組

制

度

も

形

尤

に

お

い

て

は

關

聯

す

.る
と

こ

ろ

が

あ

る

が

、

寶

質

上

相

異

す

る

.も
の

で

あ

ス0

そ

の

點

に

つ

い

て

’
忒

他

日

；

i

及

す

る

と

、
と

と

し

て

、

こ

-
^で
は

一

德

川

時

代

の

五

人

組

帳

に

限

.定

す

る

。

，本

来

五

人

組

制

度

’は

武

セ

及

び

町

人

に

も

存

在

し

’
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' 

 ̂

,

，
て

ゐ

た

の

で

あ

る

か

ら

.、
そ

れ

ら

の

五

人

組

帳

も

存

在

す

る

喾

で

あ

る

。

か̂

し

實

際

に

は

そ.の
存

す

る
4 -
の

が

極

め

て

稀.で
あ

り

、

又

そ

の

前

書

の

内

容

も

冼

方

> 
即

ち

農

民

の

そ

れ

と

ば

著

し

•く
異

.な

る

故

に

こ

、

で

は

問

題

を

地

方

農

说

の

五

人

組

帳

：に

の

み
 

限

定

す

る

。

從

來

の

五

人

組

制

度

研

究

’の
資

料

と

な

つ

’
た

の

も

>

,

す

べ

て

地

方

五

人

組

帳

の

み

•で
患

る

。
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武

士

の

五

人

組

帳

中

管

見

に

入

り

し

も

の

は

極

‘め
て

少

な.い
。

次

ぎ

に

揭<^
る

も

の

は

文

政

五

.
年

芷

月

九

日

付

五

人

組

連

判

帳

と

題

す

る

.
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し
'
,
-
'
.

'

.

へ

?■
•ン

.
;
.
•:
■
'
:■
:

'

一' 

:•
.
.
.

も

の

の

前

辔

で

あ

る

が

、

雜

名

ぞ

の

他

は

不

明

で

あ

る

。

湯

野

川

善

造

紙

と

あ

.り
、

そ

のW
容

か

ら

見

て

武

士

の

五

人

姐

帳

と

推

定

た

.0
そ

の
前
嘗
の
.全
文
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る

-0
.

『

從
先
年
度X
被

,

仰
出
候
御
曹
之
趣
違
背’仕
申
間
鋪
候
、
勿
論
嘴
努
女
色
之
交
者
不
及
申
、
總
而
酒
食
醉
飽
二
至
，
、、身
分
を
忘
、
不
似
合
擧
働
仕
間
見
候

、
”

.

•

尤
組
合
仲
間
之
者
無
疎
意
親
、
若
不
調
法
之
係
於
有
之
者

.、
瓦
忆
無
氣
慮
異
見
’を
加
び

.-
*

不
撕
斯
を
有
之
者
、
不
隱
置
毚
可
申
出
候
.、

ぶ
嫌
：<

1

1

^

睽̂
1

暴

舊

越
1

_
 

:リ
へ
':'.:め
.

,

.一
、
见
女
諸
緣
萣
同
等
以
上
は
备
別
、
以
下
紅
之
取
組
は
組
合
江
遂
內
評
、
淇
上
对
及
内
約
候

.、
、.縱
襯
族
之
取
結
た
り
と
も
*
組
合
於
_不
同
心 

竹
不
及
興
戗
可
致
延
引
事

」
• 

.
 

:
 

, 

•

.

'

,そ
の
外
同
じ
組
の
同
年
の
ス
五
人
組
帳

/
安
政
三
年
芷
月
湯
野
川
庄
司
組
n組
付
御
扶
持
方
五
人I
連

襲」

及
び
安t政
六
部
正
月
湯
常
半
左
：

衞
門
‘組「

五
人
紐
連
判
之
帳

」

等
が
あ
る
が
、
そ
の5-
ち
，前
書
の
存
す'る
の
は
安
政
六
年
の
分:̂あ
る
が
、
前
記
办%'
の
ょ
り
も
さ
ら
に
簡
單
で

あ
る
。
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此
度
我
t
.五
人
組
相
敗
、
從
先
年
被
、

；

'

,
 

■

.,.

へ 

,

,
,仰
出
御
法
度
道
相
赀
者
於
|

者
、
主
人
者
不
及
申
、
面

y

召
仕
.

辑
•借
地
•黾
守
等
迄
、
遂
吟
味
可
.申
候•

其
上
不
作
法
ヶ
間1

及

見
•

, 

. 

 ̂

'

.
•:

聞
暌
ハ
、
，
不
見
週
、I
I異
見
を
伽
へ
、
不
相
用
>
の
於
有
之
者
、
相
互
無
遠
慮
及
命
儀
可
申
旨

^
合
、
其
上
に
も
致
穩
便
、
脇
、、
々
露 

顯
仕
候
ハ、

、

，

其

身
漱
不
及
_
、
.肊
人
組
合

^

者
共
笾
越
度
被’ 

•

'
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.

ノ

 

,

パ
：

：

.

,

.

仰
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候
>、
爲
後
'0
仍
如
伴、
<

、
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-
:メ

，
ぺ

ご 

,■

へ

そ
の
人
員
を
見
る
と
*
何
れ
も
變
励
禪
だ
し
く

 

3夥
レ
ぐ
張
紙
グ
貼
じ
て
ゐ
る
尸
そ
れ
ら
の
點
に
^
い
て
も
百
姓
の
芄
人
組
帳
と
は
趣
き
を
異 

に
し
で
ゐ
る
。
な
ぼ
桑
原
三
郞
氏
に

.

.

「

近
世
に
於
け
る
武
士
芄
人
組
制
度
に
つ
，い
て

」
(「

軍
事
史
硏
究

J

第
四
卷
第
二
號

〕

と
.い
ふ
嬰
は
ぁ
る



2£
人
糾
帜
の
形
式 

拽
四
ノ 

(
1

八
八)

,

.

.

,

> 

-

' 

' 

■ 

' 

. 

*

が
、
.
別
段
激
し
い
•
資
料
を
提
供
ざ
れ
て
ゐ
.な
い
.0

ゾ

■
.
要
す
を
に?:SJbr

明
か
^
し
ょ
ぅ
’と
す
る
の
は
、
百
姓
.五
人
組
帳
ガ
あ
づ
て
五
人
組
.ぞ
の
'も
の
で
は
なv>
>
德
川
時
代
の
五
人
組
•を

明
闫
に
す
る
骱
提
と
し
て
、
五
人
紙

.帳
の
资
料
と
レ
て
の
價
你
を
一
，應
檢
討
し

h
ぅ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
未
だ
十
分
に
資
料
の

歡
理
I
終
っ
て
ゐ
な
い-の
で
、
取
り
敢
へ
ず
五
人
組
帳
の
形
式
に

-っ
い
、
て
齓
じ
、
そ
の
内
昝
に
っ
い
て
の
研
究
は
後
の
機
會
に
讓
る
こ

,

■ 

•
 

■

, 

. 

;

と
に
す
る
。 

：

- 

、

'

’

• 

- 

• 

• 

" 

— 

' 

, 

へ

'• 

■

く
 

H
:

 

;

、
 

•
：

，
：'
 

、

:

'
五
人
紐
矂
に
種'5
;
な
る
.̂>
-
.
0
;
'

の
あ
る
、こ
と
は
前
に
も

一

言
し
た
が
、
そ
の’名
稱
の
•如
き
も
種A/、

雜
多
で
あ
る
。

(
1
)
「

五
人
組
,

1

置

帳

」
「

五

人

組

帳

.

」
「

五

人

砠

豸

㈣

㈣

」
「

御

仕

置

五

人

組

帳

」

■「

五

人

組

御

改

帳

」
「

五

人

組

書

上

帳

」
「

御

法 

度
五
：<
組
書
上
帳J

「

21
:
入

矶

め

趴

」
「

五

人

組

證

文

」

，
■

「

五

人

組

^

書

御

條

目

」
「

'五
人
組
御
改
：

一
「

五
人
組
御
筒1#
帳」

「

宗

門

，人

別

五

_ 

人

組

御

改

帳

」
「

憋

百

雜

五

-
<

紙
連
印
帳」

r

御
靴
禁
被
仲
渡
五
ん
組
帳

j
t

御
筒
條
仕®,
五
人
組
帳」

r

宗
旨
御
改
五
人
組
帳

」
「

石
高 

人
別
五
入
組
撕
改

i
u
.

 r

五
ん
組
詰
帳

」
r

御
八
ム
儀
樣
御
定
五
人
組
帳

J
「

百
姓
五
人
紕
御
改
帳

」

、等
極
め
て
、區•々
，た
る
も
め
で
あ
為
が
、

こ
れ
ら
.は
何
れ
も
明̂

に
五
人
組
の
各
稱
を
附
し
て
ゐ
る
•も
め
で
あ
る。
.

* 

. 

■ 

, 

J 

，

%■

■(

ニ〉

五
人
組
'の
名
^

^
っ
け
て
は
ゐ
，な
い
が
、
五
人
組
帳
'と
同
樣
の
も
が
が
あ
る
。
そ
れ
ら
•の
名
稱
は
、

r

御

法

度

書

」
「

御

條

目

」

ノ 

：
.
:.
■:
.
;'
'
:
.
:
.
'

ぃ
.
へ

：
.
'
'
-

ぃ

•'
••.
;
.
.
:/
*
.

.

.
"
•'
.'
•
;
.
.
'

':
'
v
v
.
.
.
. 

- 

■•
•
'，

ク

；
:'
:
.
:
':
-
.
. 

.
-

;-
•■/
.
*'•
:
.、.
v-
l'
-
'.
■',

'
.
.
.
.

;:
.
;
-
.

.

-:
•',
.
.
.
.
.
.
. 

..
 

.

.;:
,
.
:
+
:

'

.•
(
、
.
'パ

：

.

•'
.

、

 

' 

•
'■
.
.一.
.：
：：
ン

「

地

方

钾

條

目

」
「

御

篇

银

と'«
:

ど

.「

諸

國

御
.^
:
所
諸
^
姓
江
觚
仰«
1̂
|
|書
付」

「

御
法
度
證
文
，

j

等
が
如
く
、r,

見
法
規
集
：と 

陳

さ

る

V

ゃ
ぅ
1
名
稱
.を
っ
：け
1
ゐ
る
が
*
覽
際
に
は
、五
人
紐
帳
の
.飾
書
と
同
様

の
跣
^
を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
で

あ

る

.
。

‘
.

0

5上
述
の
名
稱
に
依
つ
て
も
明
か
•で
あ
る
、や
う
に
、
五
人
組
帳
前
書
の
內
容
を
形
成
す
る
も
の
が
、

.支
配
#
の
法
規
で’あ
り
、
：
.

•

» 

#

從
つ
セ
時
代
の
推
移
す
る
に
.つ
れ
て
新
し
い
法
規1
補
充
す
る
必
要
を
生
ず
る
。
さ
う
し
た
法
規
は
特
に
五
人
組
の
連
判
を
要
求
さ
れ

- 

.

. 

.

.

.

.

る
。
#
つ
て
五
人
組
帳
前
書
と
，同
粵
又
は
時
に
こ
れ
に
代
つ

^
五
人
組
の
規
定
，ど
な
る
。
'と
の
種
の
も
の
は
、

r
t
：

•趣

意

書
」
「

御

觸/ 

r

御

條

目

連

印

耀

」
「

取

締

方

御

請

印

形

帳

」
「

御

請

書

」

.

「

御
改
革
御
改
帳

」

.「

村
中
盤
連
判
證
文
帳

」
「

小
猶
連
印
帳

」
「

御
趣
意
ニ
附
，
 

諸
向
取
極
議
宛
書
：

j
「

惣
百
姓
連
印
鄉
請
書.

」
「

議
定
連
印
帳

」
『

御
改
革
御
源
箱
御
條
目

」

等
種
^
雜
多
扠
名
稱
を
採
る
が
、
大
體
五
人

.;r 

.

.ぐ
'
，
.
.
.
.
.
. 

. 

、：
.■...... 

.

.

.

. 

, 

V
.
.
-
.
. 

.

•:
•
•
.
. 

> 

.....V. 

- .

.

.

.

.

.

.
-

ご
.
.
.
.
.
I
? 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

. 

.

.
V

、

-

紐
帳
に
淮
ず
る
も’の
と
見
ら
れ
得
る
。
，そ
の
理
山
.に
つ
v>
•て
は
、'他
日
內
容
に
つ
い
て
詳
論
す
る
時
に
述
べ
る

V

■と
と
•す
^
。

.

： 

(

四〕

.最
後
に
上
述.の
諸
書
ど
異
な
り
，、
村
圾
自
體
.の
發
f
に
依
つ
，て
規
定
し
、
五
人
組
が
連
印

.し
て
ゐ
各
も
の
が
あ
る
。
•そ
れ
ら 

は「

村

内

取

撥

議

定

連

印

帳

」
「

議

，
定

書

_
1
.

「

村
法」

「

村
作
萬
端
取
斗
於
規
定

j
「

取
締
規
定
書

」
r

村
法
之
帳」

'

「

村

中

議

库

連

印

帳

」
「

村 

的
規
定
小
前
漣
印
帳

」

‘等
の
名
稱
を
附
し
て
ゐ
る.0
自
治
的
な
意
味
を
も
つ
點
に
お
：

S.

て
は
-
•所
謂
五
人
組
帳
前
省
の‘上
か
ら
，の

命

令• 

的
規
定
と
は
本
質
上
興
な
る
，も
‘の
で
は
あ
る
が
、
當
然
當
時
行
な
ば
れ
て
ゐ
た
法
規
に
從
ふ
も
の
で
あ
り
、
又
五
人
齟
帳
の
規
定
同
様 

に
村
民
の.生
‘活
を
.制
約
す
る
も
の
で‘あ
る
か
ら
、.准
五
人
組.帳
と
し
，て
，
1.
九
資
料
ど̂

す
必
要
が
あ
る-
;
• *

殊
に
そ
*れ
ら
ぬ
•幕
末
期
に
多 

く
觅
ら
れ
、
從
つ.て
明
治
以
降
の
五
人
組
と
#
關
し
て
考
へ
る
時
に-
犄
に
有
用
と
な
る。

..
：
•'

以
上
の
四’種
^
う
ち
つ
ニ

)

及
び(

四)

は
こ
、
で
は
直
接
の
：研
究
對
象
•と
.す
る
必
要
は
な
い<
 

(
I.〕

及
^

一
一

)

を
一
五
人
紐
帳
の
’
原

資

粆

と
見
て
ょ
い
。
こ
れ
ら
の
原
資
料
は

'す
で
に
多
く
印
行
さ
れ'て
ゐ
名
o/

薇
續
博
士
の.r

五
人
組
法
規
集

」

.に
は
九
十
四
■
を
薄
へ
て
ゐ

. 

' 

, 

■'ベ 

、
‘

る
。
X
名
古
屋
按
訴
院
編
霧
の3

法
資
料」

第
拾
七
號「

愛
知
縣
現
存
五

「

人
組
次
書
集

」

に
は
三
十
九
篇
の.文
書
を
蒐
錄
し
て
ゃ
る
が
、
.

五
人
糾
帐
，の
形
式'
.

 

'

‘

' 

\
 

•

西
.五

.

CI
A

九)



芄

人

.與

帳

の

形

式

：

 

四

六

2

,九

0

)

そ
.の
，ぅ
-^
觸
書
的
，な
も
の
；

即
ち
第
三
ぬ
屬
す
ぺ
き
も
の

.七
、
雜
篇rf

を
含
ん
で^,
.る
の
，で
、
事
實
五
人
組
帳
と
見
做
す

.べ
き
も
，の
-は 

三
十
掎
で
あ
る
。
そ
の
外
地
方
.の
房
政
資
料
や
鄕
土.史
等
に
歡
見
、す̂

>
の
'が
，い
く
つ
ぃ
か
存
し
1て
ゐ
る
。

•

,
-

1

. 

-

—

■»
'

J

_

,

'
•勿

論

こ

れ

ら

め

印

行

さ

れ

た

諸

資

料

も

极

本

賓

料

と

し

て

重

要

な

も

の

で

~
あ

る

こ

と

は

疑

ひ

'な

い

が

、

唯

そ

、の

原

資

料

と

な

つ

た

も
 

の

が

如

'何

な

る

性

質

の

；も

の

で

あ

つ

大

か

.
r

.

こ

.
の

點

に

o '
v >
て

は

後

に

述

べ

石

P

に

つ

い

て

明

か

で

- ^
い

た

め

、

そ

の

價

値

を

幾

分

減

ぜ

ざ

る

を

得

な

い

o

.
例

へ

ば

實

際

に

使

用

し

た

も

の

か

r

他

か

ら

轉

寫

し

た

も

の

か

、

單

な

.る

習

字

手

'本

で

•
あ

つ

た

か

、

そ
れ
•
ら

' 

, 

' . 

,
 

.
 

.

の

和

違

に

依

.つ

て

、そ

の

資

料

的

價

値

が

著

し

く

相

違

す

る

>
か

ら

で

あ

，る

'
。

• 

ノ
.

：

今

私

が

匕

，の

研

究

の

直

接

の

資

料

と

し

で

使

用

せ

ん

と

，す

る

も

の

は

*

'
そ

れ

ら

'の

印

行

さ

れ

.た

も

の

.で

は

な

：

S
。

か

く

特

に

當

時

の

一.',:
.

■> 

ぃ)

wv:

、:/
-:;
.:.
v

',
;v
。
：、
ミ

 K;

へ;:
-
:
^ ̂

、.
',:
:
-t-
:
'一
、
：
：
へ

,ン
へ
...：
.
'
>
.
.
い

 

ン
：

ど
 

.

も

の

を

研

究

の

恭

本

と

し

て

使

用

す

る

の

も

、

原

資

料

と

印

行

さ

れ

た

資

料

と

の

間

に

は

、

.
上

述

の

.
如

き

惙

値

の

相

’違

が

.あ

る

た

め

に
 

外

な

ら

な

い

。

私

が

今

ま

.で
，，に

ニ

'
通

り

整

理

し

終

つ

た

分

は

、

第

ー

_種

比

屬

す

る

も

百

ニ

十

九

册

、

第

ニ

種

に

屬

ず

る

も

十

六

册

、

合

,

.

 

^

 

■

 
.

 

....

...
 

-

 
.

 

.

 

, 

..

..

.
 

L
 

..
 

*

 

V.

 

■1
 

...

..
 

.

'

•
 

.

せ

て

百

四

十

五

册

で

あ

る

。

勿

論

そ

，の

中

に

は

同

I
村

同

種

の

も

の

.が

數

册

存

す

る

.も

の

も

あ

.り

、

實

際

に

は

百

種

^

外

に

過

ぎ

な

v>
- 

が

、

’
.大

體

五

人

組

帳

の

性

質

を

知

る

に

足

る

も

，の

と

風

4̂

。

、

. 

在

'

.

,

:

三

'

 

•
:
.
、
•

'
 

’ 

.

.
•

,

,

前

述

.し

，た

.や

ぅ

に

1

ロ

に

，五

人

組

帳

と

呼

ば

れ

て

ゐ

，；

も

の

で

も

、

■
そ

の

胗

態

書

式

等

は

決

し

て

同

一
、

で

は

な

い

。

美

濃

紙

に

書

か
 

れ

た

も

の

も

あ

.れ

ば

、

半

紙

の

も

の

-も

あ

り

1

橫

幌

も

あ

れ

ば

、

•
•長

帳

も

あ

る

。

要

す

.る

'に

そ

の

多

く

が

届

け

出

さ

れ

た

も

の

で

は

な
 

く

、

自

家

の

按

へ

、

又

は

副

本

と

し

て

有

主

.叉

は

庄

家

の

手

許

に

傲

存

さ

れ

た

も

の

が

大

部

分

•で

あ

る

か

ら

、

用

紙

そ

の

他

が

一

定

し

て
，ゐ
な
い■の
.■で
あ
ら
う
。

' 

< 

,

. 

’

.

、

そ
れ
に
っ
いV

第
一
に
疑
問
と
な
る
の
は
、
五*
<組
帳
は
宗
門
人
別
改
帳
と
同
樣
に
、
铥
年
鉻
ら
ず
周
け
出
た
も
の

-か
ど
•う
か
と
v>
: 

ふ
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
前
に
、，

一 ’

應
五
人
組
帳
'の#

式
及
.び
‘そ
介
種
類
に
づ
い
て
述
べ
て
置
か
う9

--V 

....
 

. 

.

'•
.
.
.
.
. 
■-
.
. 

-

y 

. 

.

.

.

.

. 

;

.

'

••
•
.:
.'
•

.

バ
：
;'•
-
''•
.
.フ
.
：'.
-
.
;',
-
: 

.

.

. 

:

'

•,
■'
>/'
•
.
.
* 

:

-

r

.

‘
 

+
f
. 

.

■.
.,
 

.
"
:
•_
>
.
.•'
. 

- 

V
. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

. 

-

:'
■

.
-:•
•
.

'
.
.
.

(

一)

普
通
五
人
組
帳S

{一

R

備
し
た
形
式
の
も
の
は
、
劈
頭
に
前
書.が
あ
っ
て
、|

前
書
の
、胗
式
に
っ.い
ズ
は
_後
に
述
ぺ
る
|

そ
の
後
に
五
人
組
に
分
け
て
、.各
戸
の
人
員
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
各
戶
の
記
事
は
極
め
て
詳
細
な
公
の
も
あ
れ
ば

’
願
：

■'. 

• 

- 
-■ 

-
- 

- . 

. 

- 

• 

.

.

.

.

.

. 
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萍
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掛
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-

日
本
橋
ュ
而
-
畫 

.由
、
‘
銀

茶

つ

け
 

溝
ロ
う
と
ん

最
後
の
と
こ
ろ
は
四
月
十
五
旧
の
日
付
を
.落
し
た
の
ヤ
あ
ら
’ぅ
。•「

.日
數
十
三
日
掛
^

j

と
記
し
て
ゐ
る
の
を
以
つ
て
も
明
か
で
あ 

る

.0

哬
故
三
！i
:

m府
し
.な
け
れ
ば
な
ら
.
な
か
っ
た
の
，か
。
-

と
れ
ら
の
村
が
；
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っ

か
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の

，
入

#

I

即
ち
數
給
に
分
か
れ
て
ゐ
k
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た
め
か
も
知
れ
ず
、
，又
五
人
組
帳
•
宗
門
帳
•
夫
錢
.帳
を
一
.
度
に
’出
さ
ず
に
、
別
/
/
に
三
度
に
納
付
し
た
<0
.
.が

も

知

れ

な

い

。

，可

れ

に

し

,

, 

年
 

i 

,

て
も
ヒ
办
&.

の
村
々
は
五
人
.組
.贬
を
納
人
す
.る
義
務
を
負
は
さ
れ
‘
て̂

た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
0

、

a 

< 

> 

.

.

れ
な
ら
ば
す
ベ
て
以
村
が
五
人
組
暇
納
付
の
義
務
を
有
し
て
.ゐ
た
加
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
斷
言
し
か
れ
る
。
宗
門
帳
の
方
林
兎
に

、
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,
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.
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角
蘇
府に

-:K

門
方
の
奉
行
も
あ
り
、
諸
大
名
が
自
領
の
宗
門
改
め
を
な
し
，̂

の
結
來
を
屆
け
，出
ん
規
觉
轸
あ
っ
たC

「

勝
史
と
生
活」

艽
A
紐
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形•式
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六)
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'■第
I

第一

蕾
脱
载r

切
支
.

筒̂

改
’め」

參
照)

o
こ
れ
に
良
し
五
人
組
の
方
.にはふ
嚴

S;
な
規
定
は
な
い
。
各
領
主
も
宗
門
泰 

亏
に
依
.つ
て
钪
民
の
宗
皆
を
年
々
調
查
じ
て
.ゐ
ふ
が
、
一
五
人
亂
の
方
は
別
陂
特
殊

(0
.監
#.
機
_
は
設
け
、て
ゐ
な.い
。
.從
つ
て
五
人
濰
が 

ど

の

程

度

ま

で

嚴

重

，に
*

施
さ
れ
て'ね
た
^

*
大
，い‘に
疑
問
と
な
る。
~ 

'

I
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1

人
別
I

五
人
肌
人
別
帳
I

比
較
し
V

I

、ぅ
.。
兩
者
の
形
式
は
殆
ど
‘
同
I

あ
る
。
唯
翦
が
寺
院
の
證 

,

印
を
有
し
、
-
禁
，敎
を
信
仰
，し
t

い
こ
と
を
醫
約
し
て
ゐ
る
の
に
對
し
、
後
者
は
五
入
組
杧
各
戶
1

配
し
'

五
人
組
規
定
を
遵
守
す
る
旨 

を
誓
約
し
て
ゐ
る
差
が
か
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
他
内
容k

多
决
の
，精
粗
の
別
ば
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
村
村
に
依
つ
て
與
灰
る
。
も
し 

每
年
こ
の
同
じ
や
5:

な
も
め
ぞ
ニ
種
作
る
こ
と
妨
、
甚
だ
無
駄
，な
こ
と
で
あ
る
と
考
へ
た
^

ら
、
届
，け
W-

る
'^

は
假
令
ー
ー
册
作
製
す
る
- 

と
し
て
も
、
.控
へ
の
分
皮
一
冊
に
し
て
し
ま
ふ
の
は
自
然
で
.

1

。
從
つ
て
前
述
せ
る
名
稱
の
ヶ
ち
に
，r

宗
門
人
別
五
人
組
帳」

と
い 

.

ふ
や
ぅ
な
も
の
が
出
來
‘た
'の
で
あ
ら
ぅ
。
か
つ
淺
存
せ
る
資
料
に
つ
い
て
も
*「

宗
門
人
別
改
帳」

は「

五
人
糾
人
別
帳」

に
比
し
て
比 

'

較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
澤
山
に
あ
.
る
。
後
蕃
は
む
ん
ろ
稀
で
办
る
と
い
つ
ズ
ょ
’
い

.
で

あ

ら

ぅ
,°

_ ' 
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、
.

要
す
る
に「

宗
門
人
帳
改
帳」

.と「

五
人
組
人
別
帳」

ど
は
最
初
は
そ
れ
ぞ
れ
別
箇
に
作
製
七
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
が
、
や
が
て
人
別
改
め
'
. 

は
^ -
門
長
の
か
に一

佐
し
、
五
人'組
別
方
は
人
の
隈
を
省
略
し
、
單
に
戶
主
の
連
部
、
又
は
見
人
組
帳
連
印
ノ
’又
は
村
役
人
連
印
の
形 

式
に

^

匕
し
て

.

o

っ
た
の
で

あ
•ら
ぅ
。

か
つ
前
述
の
如
く
、
前
書
も
镇
略
さ
れ
て
、
最
も
簡
單
，な
形
式
を
以
つ
て
提
出
さ
れ
る
や
ぅ
に

-

な
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
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か
ぐ
簡
略
吃
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
か
杧
五
人
組
帳
が
政
治
的
に
ざ
ま
で
重
要
と
認
め
ら
れ

-て
ゐ
な
か
つ
た
か
ら
，で
あ
ら
ぅ
が
、そ
れ
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で
も
篠
府UV
輅
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印
ち
天
領
义
は
旗
本
領
に
あ
ク
て
は
、
か
な
り
の
程
度
と
の
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度
の
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持
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勵
が
行
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ゐ
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や
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削
揭
の
沉
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組
帳
納
村
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錄
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あ
る
大
棚
村
も
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領
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旗
本
領
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つ
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村
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あ
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又
今
日
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る
五
人
妞

IM
JI
J
g
cの

* 

, 

，
 

: 

- 

f 

r 

* 

. 

\
/
*

祥
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又
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年
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寶
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組
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如
き
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な
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と
こ
ろ
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つ
た
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o
.概
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し
て
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へ
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代
大
名
領
忆
あ
つ
て
は
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.幕
命
>
1忠
實
で
.あ
つ
.た
や
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
五
人
紐
帳
前
書
は
比
較
的
簡
胳
な
も
の
が
多
、

い
,
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耖
る
特
殊
の.場
合
、.例
へ
ぼ
省
主
が
自
己
の
領
內
に
五
人
組
制
度
を
施
行

'齊
及
し
て*
こ
れ
を
政
治
的
に
利
用
し
ょ
う
と
‘'し
た
や
う.
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な
場
合
•に
ば
、.特
に
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
；

^
あ
る
。
即
ち
法
內
藩.や
米
澤
薇
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
•が
、
そ
れ
と
て
も
ど 

.

の
^

^
ま
で
^
行
ざ
れ
ゝ
ど‘の
く
ら
ゐ
續
い
た
が
ゝ
が
な
り
疑
問
’
あ
ざ
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上
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が
藩
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に
努
力
し
、
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そ
の
一
手
既
と
じ
て
伍
什
組
を
形
成
ぜ
し
め
た
の
は
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と
命
じ
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は
明
和
八
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で„あ
る
0'
然
.る
に
.そ
^-
ょ
り
三
十
義
の
寧
和
元
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な
つ
て
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な
ほ
十
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に
行
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な
か
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と
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へ
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荷
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發
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あ
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と
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介
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仰
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こ
れ
に
依
れ
ば
、
同
藩
で
は
文
化
十
二
年
に
何
ら
か
五
人
組
に
關
す
、る
’詳
細
な
規
定
を
炫
た
に
も
拘
ら
ず
、
間
も
な
く
名
ば
か
り
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の
も
の
と
な
つ
て
し
.ま
つ
だ
ら
し
い
。
右
の
觸
書
に
し
て
も
そ
の
够
ど
れ
ほ
ど
遵
守
さ
れ
た
か
疑
問
で
あ
る
。

か

.5
七
龙
例
は
な
ほ
多
く
擧
げ
る
こ
と
が
％
來
る
が
、
'
槪
レ
て
い
へ
ば
寶
曆*

明
'和

^

か

ら

綠

末

に

か

け

て
、
一
部
に
念
に
五
人
組
制

復
活
がi

.

は
れ
て
ゐ
冬
。
■
か
の
幕
府
の
代
官
山
本
犬
_

の
.
五
人
組
帳
に
し
て
も
天
保
七
苹
の
橛
刻
で
あ
る
が
> 

と
の
こ
と
は
又
德
川
時
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代
の
芄
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組
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®
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の
本
質
を
物
語
‘
る
も
の
で
あ
る
。
、そ
-

の
點
に
つ
い
て
は
な
ほ
前
#

の
内
容
を
分
析
す
る
^

に
譲
る
。
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要
す
る
に
五
ん
紐
帳
の
.
屆
け
出
や
*

.

そ
の
舭
霞
の
内
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の
變
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一
に
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政
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い
つ
て
ょ
か
ら
う
。
從
つ
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同
じ
土
地
の
艽
人
組
帳
に
し
て
も
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時
代
々
ふ
に
依
つ
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興
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ら
ざ
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を
得
な
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人
組
そ
の
も
の
の
政
治
的
意
'義
は
宗
門
改
め
脉
度
の
ぞ
う
な
特
.殊
の
重
要
性
を
有
し
' 

て
ゐ
な
.

い
か
ら
、
漸
次
に
簡
敝
に
な
り
*
前
書
は

分
離
さ
れ
單
に
名
主
又
は
由
屋
の
手
も
と
に
置
か
れ
、
終
に
は
名
ば
か
れ
の
も
の
と
な

’る
.

の
で
あ
る
が
、
そ
ヒ
に
特
殊
の
汴
意

を
拂
ふ
爲
政
#

が
出
る
と
、
又
俞
に
嚴
重
に
規
宓
さ
れ
る
と
い
ん
傾
向
を
有
1

て
ゐ
る
。

’

§

藝
だ
け
が
名
主
又
は
由
搔
に
.保
存
さ
れ
て-ゐ
る
，こ
と
が
何
ら
贺
效
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

.と
は
、
當
時
の
西
姓
の
.知
的
狀
態
か
ら
も
容 

易
に
推
侧
.し
得
る
が
.、
そ
れ
に
つ
い
て
米
澤
礙明
和
‘八
苹
の
、鄕
慈

方

心
得(

池
£
成
箄「

隗
川
<
ム
世
紀
，
八
九
裒

ょ

り

)
L

は

ま白
い
注
意
が

•
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讚

ま

ず

書

か

ず

の

百

姓

に

.
候
へ
、
ぼ

、
讀

み

書

き

吖

事

は

、

石

に

木

を

植

：
へ
候
も
同
じ
事
に
候
へ
I

、
無
用
の
事
に
も
候
得
典
、
敎
の
本
無
之 

• 

• 

•
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時
は
1
敎
ゆ
石X'
も
習
ふ
入
も
手
依̂
ベ
き
道
無±'
候
、
依
之
：白
姓
を
導
き
候
目
當
を
拚

へ

て

、

此
を
3£
人

組

帳

と

名

付

、
，
村

々

所
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に

渡

置

き
可
然
候
、
浼
候
へ
ば
子
供
の
.今
)!
1
狀
を
_
み
候
樣
に
宄
人
組
帳
を
敎
へ
候
て
',
*
目
‘に
觸
れ.再
に
觸K

居

候

，時

は

、
後

事

村

々

の

敎

に
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相
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中
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依
之
敎
へ
險
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猶
條
に
相
記
し
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然
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人
組
帳
を
習
字
の‘
手
本
に
さ
ぞ
た
の
も
同’じ
や
ぅ
な
考
へ
加
ら
で
あ
ら
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さ
ら
に
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し
後
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右
前
條
に
相
記‘し
候
通* 

W姓
身
持
行
跡
を
蘇
く
五
人
組
模
.に
.認
め
、
夫
を
目
當
に
奢
を
，制
し
、
農

^
を
勸
め
可
然
候
、
亂
い
五
ん
紘
瓜
h

渡
®

候
迄
に
て
は
フ
中
ス
行
屈
ざ
る
事
.

に
候
、
是̂

淤
て
小
扱
か
木
遺
を
し
て
百
姓
を
導
き
候
貧
大
事
に
候
沄
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規
定
を
嚴
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に
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れ•た
と
思
ふ
と
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簡
違
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あ
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村
落
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五
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組
帳
の
存
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匕
と
は
勿
論
で
あ•る
が
、
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ず
し
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.に
そ
の
法
規
が
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善
發
握
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で
ゐ
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と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
‘

る
で
ゲ
广
例
と
し
て
下
野
國
都
賀
郡
上
泉
村
の
例
を
と
ら
ぅ
の
同
村
の
‘五
人
組
帳
呔
正
德
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曆
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永
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文
化
十
五
年
のK

册
で
あ
る
が
、
明
和
ニ
年
似
下
故
全
然
同
1

で
あ
る
か
ら
、
.

結
局
三
種
忙
な
る0

全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
比
煩
维
泛
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あ
，る
か
ら
省
略
に
從
ふ
於
、
正
德
六
年
の
分
注
1

-5

み
存
し
、
五
十
六
银
か
ら
成
り
、
.

相
當
詳
細
な
現
定
で
あ
る0

然
る
に
寶
曆
九 

ハ

? 
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一

年
の
分
に
な
る
と
、
そ
の
規
定
は
僅
如
其
八
ケ
修
で
、
し
か
も
五
人
紙
に

•

各
月
主
を
鉗
分
け
印
锻t

な
し
た
後
に
記
さ
れ
て
ゐ•る
®
さ

.
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ふ
.
に
明
和
ニ
年
の
分
に
な
る
^

十
九
ヶ
條
に
增
加
は
し
て
-

な
^

が
、

一.
般
.
兄
比
顧
し
て
賴
る
補
単
な
も
の
で
ぁ
.

る
。
M -
む
そ
れ
は
五
人 

'

組
人
別
帳
七
稱
し
、：
各
戸
人
別
を
訊
細
に
記
載
；

J

て
ゐ
る
。
明
和
ニ
年
以
下
す
’

べ
て
同
樣
で
ぁ
る
ぺ
こ
れ
に
依
つ
て
見
れ
ば
、
上
泉
村

、

に
お
い
，て
ば
前
書
は
初
期
の
方
が
詳
細
で

、
' 末
期
に
簡
崎
に
な“
、
五
人
組
人
別
娘
調
べ
ば
末
期
の
方
が
喧
し
か
つ
た
と
い
ふ

'こ
•と
に
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炎
る
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.
上
泉
村
は
古
河藩
に
屬
す
^
か
•、
右
三肌
■に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
領
主
を
異
に
し

.て
ゐ
る
o>
即
ち
芷
德
六
年
の
領
、

W

は
'本
多

■
中
務
太
輔
、
寶
曆
九
年
は
松
平
周
防
守
、
，明
和
二
华
以
>下
の
分
は
*

并
大
炊
頭
.と
な
つ
て
ゐ
る
。
故
に
こ
の
場
合
に
は
領
主
の
異
な
る

と
と
に
依
.

、つ
て
五
人
組
掘
に
差
違
が
生
じ
た
と
W

ふ
と
と
が
出
來
る
。
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ら
疒
今J

つ‘
天
領
に
つ
以
て
の
例5:
:

採
つ
て
見
ょ
ぅ0.
,

武
藏
國
豐'
島
郡
角
替
村
の
五
人
濰
麟
は
ー
兀
文
，三
年
、

' 

寬
政
六
年
、
享
和
三

■

年
、
文
化
四
年
、.
文
化
十
.

r

年

、
；
慶

應

ニ

年

，
の

六

册

殘

ク

て

'ゐ
‘る
。
'そ
.の
外
正
德
三
年
.
の

「

諸
國
御
料
所
諸
百
氍
江
•被
仰
禮
办
御
書
付

寫」

と
題
し
、•
'總
百
姓
連
亂
の
も
の
が
錢
つ
で
ゐ
.る
。
こ
れ
ル
五
人
組
校
前
書
に
准
ず
，べ
き
も
<7
)

で

は

ぁ

る
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、
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分
は
表k

に
コ
1

文〕

ニ
午
年
五
人
組
帳」

と
記
し
、
武
州
何
那
何
村
と
の
み

記
.し
、

肖
箸
村
と
明
記
し
て
ゐ
な
い
が
、
前 

書
の
後
に
角
普
村
惣
百
姓
の
.
連
印
が
ぁ
る
。
從
つ
.
て
：同
梂
同
年
：の
五
人
組
帳
と
見
て
ょ
か
ら
ぅ
。
第
一
條
は「

前
た
從
公
儀
被
仰
出
候 

御
條2

!

之
趣1

K
S
」

に
始
ま
り
5 :
-

十
七
ヶ
條
で
.
ぁ
る
。，
寬
政
六
年
の
分
は「
兼
日(

而)

被
仰
出
候
通
り
宏
と
に
始
ま
り
七
十
三
筒
條
で 

あ
る
。
名
主
4 -

寄
の
村
役
人
：の
み
連
印
し
て
な
る
0

ニ
字
和
三
年
、'文
化
‘
卧
年
、
同
十
’
1

年
の
三
册
は
，前
#

な
く
し
て
、
五
人
組
組
分
け

,
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に

各

脚

せ
^

も
の
、
慶
應
ニ
年
の
分
は
.
前
書
の
み
の
寫
し
で
あ
る
が
、
寬
政
六
年
の
分
と
同
様
で
、
唯
最
後
の
二
節
條
が
祺
略
吝
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中

奪一

筒
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略
さ
れ
て
J
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こ
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は

霧

際
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f

と
考
へ
ら
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似
上
に
依
れ
ば
天
領
に
お
い
て
は
、
.

夭
體
五
人
組
帳
前
書
が
籐
備
’
さ
れ
、

1

- Q

の
形
式
に
免
ぞ
つ
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た
や
う
•
に
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思
は
れ
る
。
角
喾
村
に 

、

，

.
,
お
■い
て
一
兀
文
三
耳
の
代
官
は
柴
村
藤
存
衞
門
，、
寬
を
ハ
年
以
後
ば
大

*
次
右
衞
門.で
あ
つ
炎
。
，之
の
兩
.者
の
採
用
し
た
五
人
組
隄
は
そ
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の
系
統
，に
お
，い
す
相
興
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る
，も
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の
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あ
る
こ
X

で
も
代
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即
ち
支
配
盏
の
相
違
が
そ
の
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す
る
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人
紐
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異
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す
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ノ
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づ
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か
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；
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あ
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あ
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仰
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條
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ル
者
五
十
四
條
、
地
方
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‘十
四
條
、
火
成
令-
敎
冷
類
基
雄
ニ
七
十
條
ァ
リ
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此
外
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諧
書
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文
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.右
の
引
用
書
目
中
大
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敬
の「

地
方
凡
例
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」

ば
多
く
の
板
本
が
あ
り
、
寬
政
頃
の
著
作

「

で
あ
る
t
r0 -
.

本
經
濟
大
典

」

第
四
十
三
卷

所
收
、
そ
の
所
收
の
五
人
濰
篇
嘗
は
第
ニ

_
に
屬
す
る
も
の
で
、
五
十
三
條
か
ら
皮
る
。

【

，地
方
亂
嘗
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所
三
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氏
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經
濟
史
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第
九
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第
二
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寛
文
版
地
方
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就
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」

と
題
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介
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右
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地
方
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書」

に
は
五
人
組
帳
前
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な
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令
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藻
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